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大阪河内平野の海成沖積層から産出した

貝殻のi4c年代とそれに関連する問題

松島義章・両角 芳 郎本

Radiocarbon Age of the Molluscan Shells from the Holocene 

Deposits in the Kawachi Plain, Osaka 

y oshiaki MATSUSHIMA and y Oshiro MoROZUMI 

Abstract 

A radiocarbon dating was made for the molluscan shells (Tegillarca granosa〕

collected from the Holocene marine deposits at the innermost part of the marine 

beds which is distributed in the Kawachi alluvial plain of Osaka. 

The shells were contained in a silty sand bed, at a few meters below the surface 

altitude 5. 2m above OT. 

The age obtained (6660士 105y. B. P.) is consistent with the former estimation 

that the marine beds in the Kawachi area was accumulated dur泊gthe culmination 

stage of the J om on Transgr巴ssion.
Characteristic of the molluscan fauna, including Standella caρillacea and presu 

mable paleoenvironment of the Holoc巴ne“Kawachi Bay”are also discussed. 

はじめに

1970年の春，筆者の一人両角が， 上IHJ台地の東縁， 河内平野の南西端に位置する大阪市

東住吉区今川町の海成沖積層より，かなりの量の貝化石を採集した。 貝化石の産出地点は

縄文海進によ って形成された河内湾（梶山 ・市原， 1972）の湾奥部にあたる。今回この貝

化石を用いて i4c年代測定をおこなってみた。 ここの貝化石群はチリメンユキガイを含む

特徴的な群集であり， 得られた i4c 年代とともに，河内湾の形成年代と古環境の一端を復

元するのに役立つ貴重な資料であると考えられることから，簡単に記載しておく 。

ド 大阪市立自然史博物館
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I4C年代測定結果とその意義

測 定値 ：6660士105y.B. P. (6860士llOy.B. P.）判

測 定番号 ：N-4148

測 定者 ：峯村明彦 （日本アイソ トープ協会〉

測 定資料 ：ハイガイ Tegillarcagranosa (L1NNE) 

採集年月 ：1970年3月12日

採集者 ：両角芳郎

貝化石産出地点 （×）

採集 地 ．大阪市東住吉区今川町405c現：東住吉区杭全5丁目）， N34°37’42", £135° 
32'25ぺ地表面の高度はOP5.2m叫

試料の産状 ：試料のハ イガイは，下水道工事で地表（OP5.2m）から約Smほど掘り下

げた際，深さ数mのところにみられる泥質砂層に含まれていた。露頭より

直接採取したものではなく，掘りだされた砂の中からマガキ，オキシジミ ，

ハマグリ ，ウミニナなどと一緒にとりだされたものである。 したがって，

正確な採集深度とか産状は明らかでない。

河内湾は大阪湾の東側，現在の河内平野の位置に， 縄文海進によってつくられた内湾で

ある。大阪湾とは， 上町を中心に南北方向に発達する上町台地が防壁となって分けられ

る。河内湾の湾口は新大阪駅付近にあり， 111高が約4kmと著しく 狭い。湾内の海岸線は比較的

単調で，上町台地が西岸をつくり， 東岸が生駒山麓，南東岸は八尾付近にあり， 北l立高槻イ寸

キI ( 〉内l;l:14Cの半減期5730年にもとづいて計算された年代。
ホ2 OP土omヰ東京湾中等潮位置［TP 1. 25mである。
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大阪市東住吉区今川町産 （図2のLoe.J）の貝化石表表1
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Luηellασoronαtα（Gmelin) 
Bαtillαriαmultiform玉s (Li只chke)
Bαtillαばαzonalis(Bruguiere) 
Cerithideopsi llα σ£η~gulαtα （Gmelin) 
Neveritα （Glossulαx) didymα （Roding) 
Teσtoηαt王σα tigriηα （Rδding)
Notocoσhl五s luridus (Philippi) 
Rαpanαthornαsiαηα Crosse 
H王η五αιfestivα （Powys)
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Pelecypoda 

Sσαphαpσα subcrenatα （lischke) 
Teg王llarσαgr.αnosα （Linne)
Musσulus (Musσulistαj seηhousiα （Benson) 
Anom五ασhinensisPhilippi 
Cr，αssostreαgigαs (Thunberg) 
Corb五culαsp.
Meretrix lusor王α （Roding)
PhacosomαJ・αponicum(Reeve) 
CyσZina sinensis (Gmelin) 
Tαpes (AmygdαZαj philippinarum (A.Adams 

et Reev巴） R
R
R
R
R
C
R
R
 

Mασtra veneriformis Reeve 
Stαηdellασαpillασθα （Reeve) 
Gari mασulosα （Lamarck) 
Hiαtulαd王phos(Linne) 
Arσopαg五α （Merisσαjd王αphαnα （Desayes)
Moerellαl'Ut幻α （Dunker)
Solen str王σtusGould 

Frequency VA : very abundant (SO+ spp.), 
A : abundant (IS to 49 spp.), C : common 
(S to 14 spp.), R: rare (I to 4 spp.). 

近まで達し， 北西岸が千里丘陵南縁にあり， これらに固まれて平行四辺形をした入江であ

った（河内湾 Iの時代 ：梶山 ・市原，1972の第6図〉。その形成年代は，湾央部から得られ

た員化石の i4c 年代測定資料から約7000～6000年前とされてきた。

今回調査した貝化石産出地点の東住吉区今川は，上聞］台地の東縁に位置し， 河内湾の湾

奥部，しかも当時の海岸線に近い位置にあたる。 これまでに公表された河内湾 Iの時代を

示すi4c年代は， 茨田諸口 （6650±140 y. B. P.），門真三島 （6110±160 y. B. P.) （梶山・

市原， 1972）と数少なく， しかも湾中央部にあたる位置で採集された試料にもとづくもの

であった。今回明らかになったハイガイの i4c年代約6700年前（6660士10:5y.B. P.）は，

ハイガ イを含む貝化石群集の内容とともに， すでにこの時期に海進がここまで及んでいた

ことを裏付ける資料として重要である。
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表2 大阪平野における縄文海進最盛期を示すi<c年代

試料 採取 地 1 ~：~1~ち ｜ 試 料 名 I ~~Ci間 ｜コー ド番号｜ 備 考

大阪市東住吉区今J11I地表OPl 貝殻〔ハイガイ I 6660士郎 ｜ ｜ 
lllJ ｜鴻日lT昭 ＇llarcagra河川 1(68伽 1州州国 ｜本報 告

2. 5堅市城東区茨田諸 ｜貯治｜ 材 166伽凶 JcaK一則｜梶山・市原

! ¥ ! ！一一一一一 I(1972) 
｜地表から ｜ 向 凱 I ,,, rnム日ハ l ’ 

3 大阪府門真市三島 ｜約7.om I 只 限 I viiu ~ iuv I GaK-278 
｜下 I I I 

4. 兵庫県伊丹市田能藻 ！河床から ｜ 材 I 5960 ± 90 I GaK 491 
川一2 l約2m下！ I I 

5. 兵庫県尼崎市栗山 I + i. o I 貝殻（アカニシ I 5530士山 ｜ ｜ 
I I apana thomasiana) 1(5690±115)*1 I 
！一一一 ! : ！一一一一一一｜ (1978), 

6. 大阪市西淀川区左門 ｜ 門勺 ｜貝殻（カキ属の一種 I 5980土ioo I M 河川 ！
J枝川口中島大橋 I -11・,:i I Ostrea sp.) IC6150士105）キ｜ 1, - 111~ I前田(1980)

5. 6 I 貝殻（イヨスダレ I 5s紛 ±75 I 
, I a ia undulata) 1(6010土75）キ ｜

7 兵庫県尼崎市左門殿 L一一一一｜ ｜一一一一一一一｜一一一一一
川口辰巳橋 I ＿，にの｜貝殻（イヨスダレ 16闘 士郎 ｜1'T 'lt:日

iv."' I Paρhia undulata) 1(6720土100〕＊｜日 ＜..J.JV

－引っ ｜ 貝殻（トリガイ I 5790土115 I 1'T ，つハロ
l ι ・.； I Fulvia mutica〕｜〔5960±120)*1" ＇＂山

8. 大阪市港区港大橋港｜ I I I 

側 ｜ ηつつ ｜ 貝殻（ トリガィ ｜日70士山 ｜ 町門川
I 4ο・＂I Fulvia mutica〕 ｜〔6760土180〕「 山 よvVU

〔 〉は14cの半減期5730年にもとづいて計算された年代

貝化石群集の特徴

測定試料のハ イガイと一緒に産出した貝化石は， かなりの量があり ，同定できたのは巻

員類 9 種， 二枚貝類17極の合計26種である（表 1 ） 。 これらの員~l'.iの中で， Corbicula sp.以

外の種はすべて暖流系内湾性種であ り， チリメンユキガイを除けl品、ずれも大阪湾沿岸か

ら瀬戸内海沿岸に生息している（稲；！札 1963）。

本地点の特徴種はハイ ガイ， マガキ，オキシジミ， ウミニナ，イボウミ ニナ，へナタリ

などで，これらの種l心、ずれも湾奥部の湖間帯泥底に広く生息し，干潟群集 （松島 ・大嶋，

1974のA群集）を構成する。また，ハマグリ ，カガミガイ， シオフ キなど内湾の砂底に生息

する種が含まれているこ とから， 本地点が泥深い干潟というより は，むしろ砂泥底の発達

する干潟であったことがうかがえる。 この点、は貝化石を包合していた堆積物の層相とも対

応する。

共産種の中にチリ メンユキガイの含まれていることが注目される。 本種は熱十11'種で台湾

以南の内湾々奥部に生息する貝として知られる。 近年有明海の神~ ~~'J帯泥底から その生息が

確認されるまで， 日本JIJ烏からは化石だけしか知られていなかった。 したがって，チリメ

ンユキガイの化石がみつかることは， 当時の海水温の暖化を示すものと考えられてきた。

チリメンユキガイの化石は， 大阪平野の洪積層（上町届〉および沖積層 （難波累層〉か

ら最初に発見された（宮地ほか， 1953；金子，1966〕。それらはし、ずれも稀産であ った。

次いで梶山 ・市原 (1972）は， 河内湾の湾口にあたる淡路新町から多産するチリメンユキ
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図2 純文海進最盛期の
大阪湾と河内湾にみら
れる貝類群集の分布
（松島 ・大嶋，1974に
新資料加筆〕
1 干潟$）＇：集， 2：内

湾砂底群集， 3：内湾
泥底群集， l～8:14C
年代測定資料（表2の
番号に対応する〉。
大阪湾東岸の梅田， 通
天間付近の貝類群集は
海進最盛期より若干新
しい時期の群集である。

ガイ を報告し，その年代を約2300年前（2260±90y.B. P.）とした。大阪平野以外では愛知

県高浜の洪積層（碧海層〉から（糸魚川 ・中山， 1968），さらに， 最近南関東で横浜市戸塚

の洪積層（ 下末吉層〉および沖積層（大船員層〉から産出が確認された（松島， 1978;1981〕。

特に大船員層のチリメンユキガイは古大船湾の湾奥部で、約5300年前 （5310±140y.B. P.）に

生息していたことが明らかにされている。 本種が南関東へ出現してきたのは，共産する熱

柑ー種の貝や造礁性サンゴから推定して約6500年前 （6550::::-llOy. B. P.）であり ， その消滅

は古大船湾が1主沼地化した約5000年前と考えられている（松島，1979）。

今回，今｝11から少量ながらチリメンユキガイが確認されたことで，河内湾では約6700年

前にすでに本種が生息していたことが明らかになった。本種はその後， 2300年前ぐらいま

で生息し，それ以後急速に大阪湾から姿を消したものと考えられる。大阪平野におけるチ

リメンユキガイの出現および消滅時期を南関東の場合と比較すると， 南関東より若干早く

出現し， 消滅はかなり遅れていたことがわかる。 さらに，本種の大阪平野での出現は，当

時の海水視が，現在のそれよ り高温となっていた可能性を示唆する。
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縄文海進最盛期の大阪湾と河内湾

大阪平野の沖積層については， 前田による一連の詳しい研究（MAE ~)A, 1976; 1978，前

田， 1977; 1980など〉があり ，その成果と河内湾の資料とから， 大阪湾と河内湾における

海進最盛期の環境を復元してみる （図2〕。

河内湾は前述のように湾口の狭い平行四辺形をした内湾である。 湾内の資料は湾央部の

茨田諸口および門真三島 （梶山・市原， 1972〕，瓜生堂 （瓜生堂遺跡調査会資料に基づく 〉

と湾奥の今川のものである。 これらはL、ずれも地表から約5～Sm下の砂泥層中より採取

されたもので，湾内に分布する海成沖積層の浅い層準から産出した。

湾央部の茨田諸口，門真三島，JI＼生堂ではいずれもカガミガイ ，シオフキ，サルポウを

主体とする内湾砂底群集 （松島 ・大嶋，1974のB群集〉が雌認でき， 広く砂質底の発達す

る環境であったことを示す。 しかし， 各地点により種情成には若干の違いを示し，なかで

も門真三島ではチヨ ノハナガイ，シえクガイ，ウラカガ ミ，イヨ スダレなどからなる内湾泥

底群集 （松島 ・大嶋，1974のC群集〉が加わり， 一部に泥底の発達するところもあった。

湾奥の今川では前述のごとく マガキ， ハイガイ， オキシジミ ，イボウミニナからなる干

潟群集と，ハマグリ， シオフキ，カガミガイなどからなる砂底群集とがみられ， 砂泥底の

干潟となっていた。したがって， 河内湾は湾央部の一部に泥底の発達するところもみられ

たが，概して砂質で遠浅の内湾であったといえよう。

一方大阪湾は， 上町台地の西縁に沿って単調な砂浜海岸が形成され（この砂浜海岸は，

縄文海進最盛期以後も長期にわたって形成されていた〉，砂層の発達をみた。そこからはカ

ニモリガイ，イボキサゴ，マツヤマワスレガイ，サルボウなどからなる砂底群集が明らかに

されている（松島 ・大l嶋，1974）。海岸線から少し離れて沖合になると急に泥層が発達して

L、る。 泥層からはウラカガミ，イヨスダレ，シズクガイ，ヒメカ ノコアサリ， ケシト リガ

イなどからなる泥底群集がみられる。特にヒメカ ノコアサリ ，ケシトリガイなど潮下帯か

ら水深20～30mまでに生息する種が多産し，水深の深L、泥底の環境にあったことを示す。

この群集は湾央部の大阪港港大精や神崎川中島大橋などでは， 海抜 17～ 23mの深い層

準より産出する（MAEDA, 1978）。さらに，この群集はこれらの地点において沖積層上部の

層準まで連続して確認でき， 長 期にわたって生息していたことが 明らかになっている

(MAEDA, 1978）。

大阪湾の北岸に位置する尼崎市栗山（前田， 1980）とか豊中市服部 （梶山 ・市原， 1972.

年代は若く ，少し後の時代になる〉では， 砂層ないし砂！深層が発達し，オオ ノガイ，ハマ

グリ ，サルボウ，カガミガイなどからなる砂底群集が見つかったが， これらは沿岸域に限

られる。 したがって， 大阪湾は河内湾に比べてかなり水深のある泥底の発達する内湾とな

り， 好対照な環境にあった。

まとめ

大阪市東住吉区今川町の海成沖積層から産出した貝化石は， 巻員類9種，二枚貝類17種

の合計26種であり，その貝殻の14c年代が6660±105 y. B. P.である。 これは河内湾の形成

年代を示す。

大阪湾や河内湾に生息していた熱帯種のチリメンユキガ イは， 河内湾の形成と共に出現
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し， 約2300年前まで生息していたが，その後は急速に消滅した。

貝類群集による河内湾と大阪湾の縄文海進最盛期の環境は， 河内湾が砂質底の発達する

遠浅の内湾であったのに比べて， 大阪湾は沿岸域に砂浜海岸の形成をみたが， 海岸線から

少し離れると；急に深 くなり，湾央にかけて泥底の広がる内湾 となっていた。

謝罪 本稿をまとめるにあたり， 神戸市立教育研究所の前田保夫陣士，東京大学の鎮西

清高助教授には有益な御助言をいただいた。 11c年代測定は日本ア イソトープ協会の峯村

明彦氏にしていただいた。記して心から深謝の意を表する。

なお， 14c年代測定費は昭和56年度文部省科学研究費特定研究「古文化財」の研究費を

使用した。
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図版説明
〔倍率はすべて×1〕

Plate 1. 

1.ハイガイ〔Tegillarcagranosa〕，2.カガミガイ （Phacosomajaρonica), 3.オキシジミ （Cyclina
si月間sis〕，4. シジミの一種 （Corbiculasp.〕，5. ナミマガシワ （Anomiachinensis〕，6.マガキ

(Crassostrea gigas〕，7. フジツボが付着したハイガイ，8.砂岩礁に付着したマガキ．

Plate 2. 

1.アサリ〔Tゆes(Amygdala〕ρhitψ＇Pinarum),2.シオフキ （Mactrau仰 erijormis),3.チリメン
ユキガイcs初日deltacapillacea), 4.イチョウシラトリ （Arcoρagia(Merisca) diaρhana〕， 5.ムラ
サキガイ （Hiatuladρhos〕，6.スガイ （Lunettacorona ta〕，7.イボウミニナ （Batillariazonalis〕，

8.ウミニナ （Batillariamultiformis), 9.へナタリ〔Cerithideopsillacingulata), 10. コずマフダマ

( Tectonatica tigrina〕，11.アラムシロ （Hiniafestiva〕 いずれも大阪市立自然史博物館収蔵標本．
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Plate 1. 

la 

2a 2b 



Bull. Kanagawa Pref. Mus. No. 14 March 1983 9 

Plate 2. 
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